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輸血用血液製剤でH:V感染が疑われる事例にっいて

1.経緯等                     ‐

平成 15年 9月 5日 、後天性免疫不全症候群発生届にて感染経路として輸血

が考えられるHIV感染者が報告されたとの情報を入手。同日、当該報告医

が、同事例について副作用感染症報告を日本赤十字社に提出、これを受けて

同社による調査が開始され、その結果が、平成 15年 10月 30日 に開催された

第 95回エイズ動向委員会 (委員長 :吉倉廣国立感染症研究所長)に報告され

た。                                ′

2.事 例

50歳代の男性で平成 15年の 3月 ～7月 に赤血球製剤 (MAP 16単位)の

輸血を受けた後、実施した血液検査においてHIV感 染を確認 (WB検査陽

性)。 報告医は感染経路として輸血を疑つている。

3,事実関係             .
1)輸血された輸血用血液製剤について
。当該感染者には、8人 の供血者から採血された赤血球製剤 (vAP)が 8

本 (保管検体の個別NATは いずれも陰性)投与された。

2)他の血液製剤への影響について
,投与された赤血球製剤の原料血液からは、他に新鮮凍結血漿と血漿分画

製剤用の原料血漿が製造されて1い た。
・原料血漿については流通を停止。
。新鮮凍結血漿については 3本が製造されており、既に他の医療機関で 3

名の患者に投与されていた。 (他 に行方不明の製剤はない。 )

3)新鮮凍結血漿の投与を受けた 3名 について
。1名 は既に原疾患により死亡
。残 り2名 については輸血後 (約 6ヵ 月後)の抗体検査で陰性。

4,エイズ動向委員会での専門家からの意見

記者会見では、「HIVの感染が輸血用血液製剤によるか追求すれば、患者

のプライバシーに関わりうるケースである。」との発言があった。

5.エイズ動向委員会後の事実経過

1)健康状態の確認を行つていた 2名 の受血者は、いずれも感染していな

かったことが確認された。

2)供血者の次回献血での検査については、8名 中6名 が来訪し、感染して

いなかつたことが確認挙れた (平成 22年 4月 28口 現在、残る 2名 のそ

の後来所なし)。

6。 今後の対応

当該感染者のプライバシーの最大限尊重を徹底しつつ、引き続き調査を

継続するよう指導してまいりたい。

輸血用血液製剤でHBV(B翠肝炎ウイルス)感暴が疑われた事例

(3月 22日報告)について

1 撃餞 16年 3月 22自 及び 3o日 、
´
日某赤十字社から輸血 (人血4ヽ板濃囃 農む人赤

血球濃厚液)によるHBV感染の疑い事例の報告があつた。
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ウイルスの検査)はいずれも陰性であつたが、輸血後の平成 16年 3月 1'日 に実螂し

た
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3 状況                               |
(1じ輸
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ゝ模監者から採血された血小板製鶏及か赤血球藁剤を輸
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該製剤に関わる血漿の;ち (4人雰由菜の5未ヵt嘉鮮漁結孟桑 CFFP'1し
て医療機関へ供給|れた (残 りは原料ユ漿).              1

(子 ):;炎
Z模豊碁憶::F32人の献血者がそあな献血しキおり、検査は陰性であつ

た。 (平成22年 4月 28日 現在t残る5本のその後の来所なし)。

(3)供血者の個別NATの試験結果
供血者37人の保管検体について、個別NATを実施したところ、全て陰性であ

った。

(4)早
蔑l精柑毬T]紺及ぶM、%戴質、た患者晨裸は高崩息T

及び HBs抗原検査はいずれも陽性 (輸血前は保管されてぃなかつた)。
.

(5)輸血とHBV感染との関連           
｀

現在あところ、輸血とHBV感染 (当該事Fllの死亡原因を含む)の因果関係にっ
いては不明。                     .      :

4 今後の対応          ‐

(1)当該事例への対応
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(2)血液の安全対策の推準                     ‐   、
「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施するも



輸血用血液製剤でHBV(3型肝炎ウイルス)感染が疑われた事例                  (2)血 液の安全対策の推進       |                 |
(11月 26日 報告)について              ́  .          「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する: |  :

、                                                (3)そ の他

11経緯                                                   ① 受血者の輸血後検体 (10月 12日 )を確保し、再検査したところ、H口。坊原 (+)ヽ

平成 16年 11月 26日 、日本赤十字社から輸血 (新鮮凍結血漿)に よるHBV感染の                HBs抗 体 (― )、 HBc抗体 (+)、 耳BVTDNA(十 )であつたら

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があつた。                     .          ② 受血者の肝癌にういては、平成 15年に施術され、平成 16年 10月 の腹部CTで
は再発が認められておらず、肝癌と肝障害との因果関係はないものと考えられ

2,事例                                                    る。

70歳代の男性。原疾患は消化器腫瘍 (転移性肝癌を含む。)。 平成 16年 3月 12日

から15日 まで 4日 間に亘り、プロトロンビン時間延長のため、輸血を (新鮮凍結血漿         :
合計36単位 23本)受ける。

輸血前の血液検査 (2月 28日 )では、HBs抗原検査陰性であつたが、平成 16年              1                    、

10カ 4日 に肝機能検査値異常がみとめられ、黄疸を呈したため、10月 8日 に検査した                     、                 :
ところ、HBS抗原陽性、冑Bs抗体陰性が確認され、急性B型肝炎と診断された。

11月 17日 に右大量胸水を呈した後、呼吸状態悪化により死亡した。また、平成 15年            1 サ    ヽ                     |
5月 の手術の際にも新鮮凍結血漿2単位22本、赤血球MAP 2単位 3本の輸血を受け

ている。

3.状況
(1)輸血された血液製剤について

① 当該患者には平成 16年 3月 の輸血時に23本 の供血者から採血された新鮮凍結           ′

血漿を輸血。また、平成 15年 5月 に25人の供血者なら採血された新鮮凍結血漿

及び赤血球MAPを輸血。                                           .
② 平成 16年 3月 輸血の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血                            ' ‐     ‐

漿は2本 が確保、10本は使用済み、新鮮凍結血漿 10本及び赤血球MAP 23本
は全て医療機関に提供済み。

③ 平成 15年 5月 輸血の供血者と同一の供ュ者に由来し、同時に製造された原料血

漿21本は使用済み、新鮮凍結血漿6本及び赤血球MAP 22本は全て医療機関                          キ          :    |  1   11
に提供済み。                                                                                ・

(2)48人の供血者について

①
 馨馨葉]二 :員察饗普写畠蓬農基よ、?λた1::全鍵扉聡豊Yxl鬱留「1管                     ‐
法陰性t HBs抗体 (EIA法)陽性 (NAT及びHBs抗原陰性)であつた。                                          |
なお、この 1人の献血時のHBc抗体はEIA法で陽性、HBs抗体も陽性で                                      ,     .
あった (平成22年 4月 28日 現在、残る3人のその後の来所なし)。        ,                     ′                :

② 平成 15年 5月 の輸血時の供血者25人のうち、21人が再献血し、再献血時の検                                ‐

査結果はHBV関連検査陰性であつた (平成22年 4月 28日 現在、残る4人 の                                    1      1   1
その後の来所なし)。        _                                                   ‐ 1

(3)供血者個別NATの試験結果                 .
① 平成 16年 3月 の輸血時の供血者23人の供血時の保管検体について、個別NA                       ‐              i

Tを実施したところ、すべて陰性であつた。

② 平成 16年 3月 の輸ュ時の供血者25人の供血時の保管検体について、個別NA
Tを実施したところ、すべて陰性であった。

4。 今後の対応

(1)供血者 48人 のうち、7人 の再献血・検査に係るフォローを行う。               :        l                               .



輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎ウイルス)感彙が疑われた事例

(1月 12日報告)について

1 経緯

平成 17年 1月 12日 、 日本赤十字社から輸血 (赤血球濃厚液、血小嬌濃厚液)に 与
るHBV感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があつた。

2 事例
60歳代の男性。原疾患は血液疾患。平成 16年 1月 8日 から5月 25日 まで 12回に

わたり、輸血 (赤血球濃厚液合計 26単位、血小板濃厚液合計 30単位)を受ける。

輸血前の血液検査 (1月 8日 )では、HBs抗原検査陰性であつたが、平成 16年 11

月 18自 に食欲不振のため、検査したところ、HBs抗原陽性が確認され、同 22日 の

採血の検体で、HBs抗原 (+)、 HBs抗体 (― )、 HBc抗体 (+)、 HBV―
DNAの NATの (+)も 確認された。平成 17年 1月 8日 劇症肝炎を黒した後、肝不

全により死亡した。

3 状況

(1)輸血された血液製剤について

① 当該患者には 16人 の供血者かつ採血された赤ユ球濃厚液蒸び血小板濃厚液を

輸血。

② 輸血の供血者 と同一の供血者に由来し、同時に製造|れた原料血漿は 3本が確

保、12本は使用済み、新鮮凍結血漿 12本は全て医療機関に提供済み。

(2)16人 の供血者について

① 輸血時の供血者 16人 のうち、12人が青献血 し、再献血時の検査結果はHDV
関連検査 (― )であつた。 (平成 22年 4月 28日 現在、書る4人 のその年の来

所なし)

② 供血時保管検体の 2人 の陽性血から、原料血漿 2本、新鮮凍結血漿が 2本製造

され、原料血漿は使用済み、新鮮凍結血漿も使用済みであつた。当該新鮮凍結

血漿の受血者 2名 のうち、1人は輸血後 11日 日で死亡、もう1人 は HBS抗原検

査 (― )で あつた。             1
(3)供血者個別 NATの試験結果

① 輸血時の供血者 16人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したとこ

ろ、2人がNAT(+)で あらた。

② 当該 2人 は、共に、複数回再献血を行つているが、

(― )であり、HBc抗体及び HBc抗体,IgMは (― )

再献血時にHBV関連検査

、個別NATも 共に (― )

であつた。

③ 当該 2名 の供血時の保管検体のウイルス解析の結果、共に、ゲノタイプ C サ
ブタイプadrと 推定、また、497番 目と498番 目の間に12塩基が挿入した極め

て特殊な変異株と挿入のない野生株が存在していた。これらは:受血者の血液

も同様に挿入のある変異株と挿入のない野生株を有しており、三者のウイルス

のシークエンスは完全に一致した。

4 今後の対応

(1)血液の安全対策の推進           ′

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。

(2)輸血時の供血者 16人のうち、再献血に訪れていない4人について引き続き、調査

(3)

①

②

③

④

する。

その他                 l
供血時保管検体でNAT(+)と なつた 2名 は、その後の再献血の検査がすベ

て (― )であり、HB c抗体も (― )であり、感染歴があつた苛能性は低い。
また、発見されたウイルスのシ上クェンスは稀なものであり、これらが偶然に

保管検体2本一致することは考えにくい。
当該供血者の血液から同時に製造された新鮮凍結血漿の受血者で感染は発生し

ていないら
以上のことから(NAT時 に受血者血液が供血者サンプルに混入する等の測定

上の誤差が発生した可能性も考えられる。



輸血用血液製剤で HBV(B型 肝炎ウイルス)感彙が疑われた事例

(2月 4日 報告)について

1 経緯

平成 17年 2月 4日 、日本赤十字社から輸血 (人赤血球濃厚液)に よるHBV感染の

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。

2 事例                           ‐

60歳代の男性。原疾患は悪性腫瘍。平成 16年 9月 8日 から 11月 24日 まで、貧血
のため、輸血を計 9回 (人赤血球濃厚液合計 14単位)を受ける。

輸血前の血液検査 (平成 16年 8月 3日 及び 9月 8日 )では、HBs抗原検査陰性で

あったが (9月 8日 はHBs抗体及びHBc抗体検査も陰性)、 平成 16年 11月 24日

の輸血時にHBs抗 原検査陽性が確認 された (HBs抗 体及びHBc抗 体検査は陰

性)。

平成 17年 1月 26日 の輸血施行時に、HBs抗 原検査陽性に加え、HBc抗体検査

が陽性 となり (HBs抗体検査は陰性)、 1月 31日 には黄疸が出現するとともに、肝

機能検査で高値を示 し、2月 2日 に劇症肝炎により死亡した:

なお、当該患者の輸血前血液 (平成 16年 9月 8日 )の保管検体のHBVTNATは
陰性で、輸血後血液 (平成 16年 10月 21日 )は HBV「NATは陽性であつた。輸血後血液

から検出された HBvは、ジ千ノタイプB、 サブタイプ adw、 CP/Prё  C領域
は1抗原が産生できない変異株であつた。HBV― DNA量 は 2.9× 101,Copies/mLで あ
つた。    ′

3 状況
(1)輸血された血液製剤について

① 当該患者には9人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。

② 9人の体血者と同二の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿 7本及び托
鮮凍結血漿 2本を確保済み。残りの新鮮凍結血漿2本は医療機関へ供給済みであ

るが、医療機関への情報提供は実施済み。

(2)9人 の供血者について

① 供血者9人のうち、当該患者の平成 16年 10月 21日 採血の輸血後血液がHBv―NAT

陽性であつたことから、16月 21目 輸血以前 (9月 8日 ～9月 10日 )の輸血に

係る 4人の供血者に対して供血者に呼び出しの協力を依頼し、3人は再献血又

は再採血済み。

② 10月 21日 輸血以降の供血者について、2人がその後再採血検査済み。

③ ①及び②の計ぅ名については、HBV個別NATを含めHBV関連検査は陰性だつ

た。ただし、①の 3名 のうち、1名 はHBc抗体がEIA法のみ陽性、HI法
は陰性だつた。 (平成 22年 4月 28日 現在、残る1名のその後の来所なし。)

(3)供血者個別NATの試験結果

輸血時の供血者9人 の供血時の保管検体について、個別NATを 実施したところ、

すべて陰性であつた。

4 今後の対応

(1)9月 8日 ～9月 10日 輸血の4人の供血者のうち、残る供血者 1人の再献血 ,検査

に係るフォロ‐を行う (再採血の依頼中)。

(2)血液の安全対策の推進

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。        |
(1)菫

程撞瘍の治療にプラニナ系抗癌剤等 (8月 18日 )麦び二芽ラニ;レ :鼻 メラジル

・オテラシルカリウム (11月 10日 ).を使用しており、薬剤性の劇症肝炎の疑いも

完全には否定できない。                       |



輸血用血液製剤でHBV(B型肝共ウイルス)感染が疑われた事例
(6月 23日 報告)について

1 経緯
平成 17年 6月 23日 、日本赤十字社から輸血 (赤血球濃厚液及び新鮮凍結血漿)に

よるHBV感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。

2 事例
50歳代の男性。原疾患は消化管腫瘍。平成 17年 2月 3日 に手術施行のため、赤血

球濃厚液合計8単位、新鮮凍結血漿合計30単位を受ける。          |
輸血前の血液検査 (平成 16年 12月 )ではHBs抗原検査陰性、輸血後の平成 17

年 4月 6日 でもHBs抗原検査陰性であつたが、退院時の平成17年 4月 21日 にHB
s抗原検査陽性が確認された。
その後、平成 17年 6月 13日 に発熱、全身倦怠感等出現し、肝機能値が高値を示しt

6月 16日 再入院、6月 20日 には、童Bs抗体、HBc抗体、HBe抗界、HBe抗体
のいずれも陽性が確認された。また、同日のHBcの IgM抗 体も陽性であり、劇症肝
炎と診断される。
患者は、7月 3日 にB型劇症肝炎にて死亡した。
患者の検体のHBVの解析結果は、ジェノタイプC、 サブタイプadrであり、cP/Pre

Core領域の塩基配列の解析からPrec部位には変異はなく、CP(Core PromotOr)部 位
に変異があるCP変異、Prec野生株であった。

3 状況
(1)輸血された血液製剤について

① 当該患者には20人 の供血者から採血された赤血球濃厚液等を輸血。
② 20人の供血者と同二の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿は 17本の

うち10本が確保、新鮮凍結血漿 6本のうち3本は確保済み。15本の赤血球濃厚
液はすべて医療機関↑供給済み。医療機関への情報提供は実施済み。

(2)20人の供血者について

供血者20人のうち、16人が再採血・献血に来場 (HBV関連検査は陰性)。 (ェ盛
22年 4月 28日 現在、残ぅ4名 の来訪なし。)

(3)供血者個別NATの試験結果
輸血時の供血者 20人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したとこ

ろ、すべて陰性であつた。

4 今後の対応
(1)供血者4人 の再献血・検査に係るフォローを行う (再採血の依頼中)。

(2)血液の安全対策の推進
「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。

輸血用血液製剤でHBV(B型肝炎ウイルス)感彙が疑われた

事例 (4月 7日報告)について

1.経緯              '
平成 18年 4月 7日 、日本赤十字社から輸血 (濃厚血小板、赤血球濃厚液)に よる

HBV感染疑いの症例の報告があったとの報告が、日本赤十字社からあった。

2.事例
患者は、4o代の男性で、原疾患は血液腫瘍。平成 16年 7月 から平成 17年12月 に

(濃厚血小板計30単位、赤血球濃厚液計48単位)、 平成 17年 3月 から5月 に輸血

(濃厚血小板計 130単位t赤血球濃厚液計 18単位)を受ける。     | 、

最初の輸血から8ヶ 月後の平成 17年 2月 22日 にはHBS抗原、耳Bs抗体、H
Bc抗体全て陰性だうたが、平成 18年 3月 に肝不全となり、4月 3日 にHBs、抗原、
HBc抗体についても陽転が確認された。輸血後の平成 17年 5月 23甲 の保管検体
において、HBVTNATは 陰性であつたが、6月 8日 の保管検体において、HB
V― NATは陽性であつたtなお、HCV抗体は輸血前から陽性であらた。
その後主治医は、亜急性劇症肝炎と診断。(4月 7日 ALT671U/mL,T二Bi13.57mg/dt,

PT―INR2.30) 患者は 5月 19日 に肝不全により死亡: |          :

3.‐ 感染についての状況   1                  1
(1)輸血された血液製剤にらぃて      ,           :   ‐

9志談島こ幅務舞鳥11昔育響
剤ρ供1者数,1人

m6年 7:γ
17年

,用 季
※被疑製剤の対象を116年 7月 まで拡大して調査

② 当該供血者と同一の供血者に出来し、同時に製造された原料血漿51本のうち44

本使用済みで7本確保済み。新鮮凍結血漿14本はすがで医療機関̂ 供給済み,

(2)供血者個別 NAT                           '
供血者個別NATは 53人分全て陰性。

(3)供血者に関する情報
① 供血者 31人のうち、22人が献血又は事後採血に再来し、21人は HBV関連検査

陰性。1名 lまHB,抗体のみ陽性 (翌成 22年 4月 28日 現在、残る 9名 の来訪な
し)。                              ヽ

② 供血者22人のうち、22人すべてが献血又は事後採血に再来し、20人はHBV関
連検査陰性:2名 はHBc抗体及びHBも 抗体陽性。

(4)そ の他
平成17年 4月 8日 、骨髄バンクからの同種骨髄移植を施行。ドナァはHBSAな (―)、

HBsAb(― )、 HBcAb(― )であつた。

4、 今後の対応         |                  (
(1)供血者9人の再献血 。検査に係るフオローを行う            .
(2)「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。



輸血用血液製剤でH3V(B型 肝炎ウイルス)感彙が疑われた事例
(6月 5日 報告)について

1 経緯

平成 18年 6月 5日 、日本赤十字社から輸血 (赤血球濃厚液及び新鮮凍結血漿)に よ
るHBV感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。

2 事例

80歳代の男性。原疾患は消化器疾患。平成 17年 10月 22日 から 11月 29日 ま
―での

間に赤血球濃厚液合計 18単位、新鮮凍結血漿合計 36単位を受ける。

輸ュ前の血液検査 (平成17年 8月 31日 )ではHЁ S抗原検査陰性、A,T16及びALT
12であつた。輸血後の平成 18年 5月 2日 に、AST、 ALTの上昇がみ られ、同月 19日 に
HBs抗原検査陽性であり、AST 683、 ALT 693で あった。同患者については、上記の

他、次の検体が医療機関に保管されており、それ らを検査した結果は次のとおりあっ

た。

輸血前 H17.10.22 HBV― DNA陰性

輸血後 H17.H.13 HBs抗原陰性、HBs抗体陰性、HBc抗体陰性

輸血後 H17.11.24 HBs抗 原陰性、HBs抗体 EIA法陽性/PHA法 陰性、HBc抗体陰性

輸血後 H17.11.27 HBv― DNA陰性

輸血後 H18.06.02 HBs抗 原陽性、HBs抗体陰性、HBc抗体陽性、HBV―DNA陽性
その後、平成 18年 6月 12日 に死亡。急性肝炎から際1症肝炎に至り、肝不全による

死亡と考えるとの担当医の見解である。

3 状況

(1)輸血された血液製剤について

① 当該患者には 29人の供血者から採血された赤血球濃厚液等を輸血:

② 29人の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿は 27本の

うち11本が確保、16本が使用済み。新鮮凍結血漿8本のうち6本は確保済み、2

本は医療機関へ供給済み。18本の赤血球濃厚液はすべて医療機関へ供給済み。
(2)29人の供血者について

供血者 29人のうち、28人が再採血・献血に来場 (28名 の H」V―DNAは全て陰性、
そのうち2名 は HBs抗体及び HBc抗体陽性、 1名 は HBs抗体のみ陽性、残る 24

名はHBV関連検査陰性)。 (平成22年 4月 28日 現在、残る 1名 の来訪なし。)

(3)供血者個別NATの試験結果
輸血時の供血者 29人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したとこ

ろ、すべて陰性であった。

4 今後の対応
(1)供血者 1人の再献血 。検査に係るフォローを行う (再採血の依頼中)。

(2)血液の安全対策の推進
「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。

輸血用車液製剤でHBV(3型肝炎ウイルス)感染が疑われた事例

(2月 20日報告)について

1 経緯

平成 19年 2月 20日 、日本赤十字社から輸血 (赤血球濃厚液)によるHBV感染の

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。                |

2 事例        :  '       |            :｀ :

60歳岱の男性8昼疾患は消

`ヒ

器産瘍。平成 18年 8月 3日 に、輸■ (赤■球
準
厚液合

計4単位 3本)を受ける。

輸血前の血液検査 (平成 18年 7月 11日 )ではHBs抗原検査陰性であつたが、輸

血後の平成 18年 9月 26日 に、HBも 抗原検査陽性となつたし10月 24日 の悪心、輛雌、

腹痛llて受診、IST1364)ALT130o(肝 否全を認ゆる。
.10月

7,日 |1多臓

器不全により死亡。感染経路が不明であぅが、輸血にようHBVの感染が否定できな

いとの担当医の見解である。 1             1       .

3 状況

(1)輸血された血液製剤について                     
｀

①当該患者には 3人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。       |
②当該製剤と同一供血者から製造された 3本め原料血漿は全て確保済み。

｀

12):貪 9模豊馨糠ξ:L名ぶ吾採血。議血に来場|:名あH:1畠進榛基:全:低ti:
(平成22年 4月 28日 現在、残る 1名 の来訪なし。)

(3)供血者個別NATの試験結果

輸血時の供血者 3人の供血時の保管検体について、個別 NATを 実施したところ、

全て陰性であった。    |

41今後の対応    .                   : :
(1)供血者 1人 の再献血・検査にかかるフォローを行う。

1    1   1

(2)血液の安全対策の推進            `            .:
「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。    1



輸血用血液製剤でHBV(B型肝炎ウィルス)感染が疑われた事例
(11月 20日報告)について

1 経緯
平成 21年 H月 20日 、日本赤十字社から輸血 (新鮮凍結血漿、濃厚血小板及び赤血

球濃厚液)によるHBV感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があつた。

2 事例
70歳代の男性。

・
原疾患は循環器疾魯。平成21年 2月 14日 から2月 15日 までの間

に新鮮凍結血漿合計38単位、濃厚血小板合計50単位及び赤血球濃厚液合計39単位を
受ける。
輸血直後の平成21年 2月 16日 にはHBs抗原、HBs抗体、HBc抗体が全て陰性であり:

輸血から約 6か月後の平成21年 8月 5日 にはHBs抗原陰性、AST H及びALT 8であ
つたが、平成21年 11月 13日 に意識障害にて救急搬送された際にAST Q 045、 ALT 3,598

と上昇しており、血液検査により急性肝不全、腎不全、DICの状態であつた。同月 16

日の検査では、HBs抗原陽性、HBs抗 体陰性、HBe抗原陰性、HBe抗体陰性、HBc抗体
陽性、AST 378、 ALT l,044で あり、翌 17日 に劇症肝炎にて死亡した。
患者の検体のHBVの解析結果は、ジ■ノタイプCtサブタイプadrでありt CP/Prec

領域の塩基配列の解析から変異株であつた。同患者については、上記の他、次の検体
が医療機関に保管されており、それらを検査した結果は以下のとおりであつた。
輸血前 :H21.2.14  HBV― DNA(― )、 HBs抗原 (―)、 HBs抗体 (=)、 HBc抗体 (―)

輸血後 :H21.8.5   HBV― DNA(― )

H21.11.16  HBV― DNA(+)、 HBs抗原 (+)、 HBs抗体 (―)、 HBc抗体 (― )

H21.11.17  HBV,DNA(+)、 HBs抗原 (+)、 HBs抗体 (―)、 HBc抗体 (― )

3 状況

(1)輸血された血液製剤につぃて

① 当該患者には45人 の供血者から採血された新鮮凍結血漿等を輸血。
② 45人の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血漿は 20本の

うち2本が確保、18本が使用済み。新鮮凍結血漿3本はすべて医療機関へ供給済
み。22本の赤血球濃厚液はすべて医療機関へ供給済み。

(2)45人の供血者にっいて

供血者45人のうち、42人が再採血・献血に来場 (40名 のHBV関連検査は全て
陰性、2名 はHBs抗体のみ陽性であり、その当該献血時については、1名 は同様で
あり、もう1名 はHBs坊体及びHBc抗体陽性)。 (平成22年 4月 28日 現在、残
る3名 の来訪なし。)

(3)供血者個別NATの試験結果

輸血時の供血者 45人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したところt

すべて陰性。

4 今後の対応                            ‐
(1)供血者 3人の再献血・検査に係るフオローを行う (再採血の依頼中)。

(2)血液の安全対策の推進      ,
「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。

(3)その他          ,                  |
担当医より「副作用・感染症と輸血血液との因果関係はないと考える。」とのコ

‐

メントあり。

輸血用血液製魏でC型肝炎が疑われた事例

(2月 15報告)について

1 経緯等

平成 18年 2カ 15日 、日本赤十字社から輸血 (赤血球濃厚液)によるHCV感染の

疑いの症例の報告があつた。そめ後、当該症例の死亡が確認され、日本赤十宇社から

3月 8日 に追加報告があうたものである。                   1

2事 例             :

70歳代の男性。原疾患は典液腫瘍。平成 17年 8月 13白 から平成 18年 1月 30日

までの間に、輸ュ (濃厚血小板液 10単位47本、赤血球濃厚液 2単位 21,本、新鮮凍

結血漿5単位 7本、同2単位 4本、同1単位 2本)を実施。患者は、2月 19日 に急

性循環不全により死亡:患者の輸ュ前 (8月 12日 )の耳CV抗体検査は陰性であっ

たが、本年 1月 30日 にHCVコ ア抗原の陽性が確認され、2月 14日 のAST/AL
Tは 67/192で あった。           ,          ・

3状 況        ‐ 1       .

(1)輸血された輸血用製剤について                 ‐ ■
。 当該患者には、81人の供血者から採血された赤血球製剤、血小板製剤及び新

鮮凍結血漿を輸血。
。 当該製剤と同‐供血者から製造された70本の原料血漿のうち67本は確保・

`廃
1 棄済み (3本は使用済み)。 新鮮凍結血漿は、14未製造で11本確保済み (0本は

医療機関供給済み)。 赤血球製剤6本は医療機関供給済み。

(2)検体検1査の状況    ‐               ′
・ 保管検体81本のHCV個別NATはすべて陰性6          ‐

・ 供ュ者81人中78人が献4に百来又は再採血し、HCv関導検奪は陰性であっ

た (平成22年 4月 28日 現在、残る3人のその後の来訪なし)。    |
(3)患者検体の調査             |
, 輸血後の検体でHCVTRNA陽性が確認された。

(4)担当医の見解               ‐  ヽ ・   :
, C型肝炎が死期を早ゆたと思われるが、輸工かc型肝炎の原因であるとの証明

はされていないとのこと。                    |  |
(5)併用薬等                          |
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平成 21年 度感染症報告事例の ま とめ (前 回報告分 以降)に ついて

B型肝炎報告事例
1)饗

暑護維 振『 蒲 売 警
事

でHBS'写 (ス :は
H3v二

lNA)言
が陽転 した事例 は 9例 (輸 血後NATで 陰性ヌは輸血前

2)血 液製剤 を提供 した献血者の保管検体の個別 NAT陽 性 の事例 は 6例 。    .  :
3)輸 血 後に死亡 (原 疾患又は他の原因に よる死亡 を除 く)し た との報告 を受 けた事例は 0例 (劇 症化例含

む。)で あるも           |

1)暑霊奇種菫需傑 績査 (又 はHCV=RNA'等 が陽墓 した事例 は 4例 (輸 血後 NATで 陰性 文は輸血前後で陽性 は 1

例 )。 ,

2)使 :用 した血液製剤 を提供 した献血者の保管検体―の個別 NAT陽 性事例 は 0例 。         「

3)輸 血後に死亡 (原 疾患又は他の原因による死亡 を除 く)し た との報告 を受 けた事例 は 0例 。
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